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 OHaD 説は仮説から学説へ	 
	 
 現在、生活習慣病を含めたNCD ( Non communicative disease：WHO)、更に疾病と健康の中間のグ
レーゾーン群が著しく増加している。その発症機序と予防法の解明こそは人類の最重要課題というべ







( nutriepigenomics ) に加え、環境化学物質、精神的ストレス、生殖医療等によっても生ずる事が
明らかとされてきた。エピジェネティックスは環境と共に変化する可逆的なものと一般に考えられて
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指数関数的に増加している。例としてPub Medで検索〔2015.06.15 現在〕すると、fetal programming：
139,660報、Fetal programming cardiovascular：13,160報、Fetal programming diabetes：5235報, 
Fetal programming nutrition :5093報,Developmental programming :1983報、DOHaD :608報, 
FOAD :1787報, metabolis memory :2551報, thrifty genotype: 225報という著しい研究及び総説の
報告がある。この莫大な数値は大きな研究の流れを示している。 
 日本DOHaD研究会の会員構成は、基礎生命科学（エピジェネティクス、分子栄養学、獣医科学）、
臨床医学（内科、小児科、産婦人科、精神科、看護学）、疫学統計、教育学、栄養学〔栄養教育、栄
養教諭、学校給食〕、経済学、社会学、企業、メディア等多方面に渡っており、学際的な研究会とい
える。第二のダーウィニズムとして、疾病概念、社会概念を大きく変えるものであるとも考えられる。このよ
うな現況から私達DOHaD研究会会員の責は大きいものがあると考える。 
